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　私たちの暮らす高知県では、急峻な山間部にも人々が暮らし、昔から度重なる土砂災害を経験してきました。
　県内に残された災害の歴史を振り返り、これから起こるかもしれない土砂災害に備えておきましょう。

度重なる高知県の大規模な土砂災害

平成30年7月豪雨（平成30年７月）

　平成30年7月豪雨では、高知県でも運用開始後初と
なる大雨特別警報が発表されるほどの大雨となり、各地
で土砂災害が発生しました。人的・家屋被害に加えて、
高知自動車道の新宮IC～大豊ICにおいては上り線の立
川橋の橋桁が崩壊土砂に流されるなどの被害も発生し
ました。

人的被害
（死者・行方不明者） 3名
家屋被害
（全半壊・一部損壊） 83棟

早明浦豪雨（平成16年8月）

　嶺北地域を中心に激しい豪雨が続き、貯水率0％だっ
た早明浦ダムが一晩で満水となりました。大川村では夏
期合宿中の小学6年生134人を含む151人が孤立し、防
災ヘリで救出されました。

人的被害
（負傷者） 2名
家屋被害
（全半壊・一部損壊） 15棟

高知西南部豪雨（平成13年9月）

　土石流災害だけでなく、下流河川への二次的な影響に
よる氾濫被害も多く見られました。

人的被害
（負傷者） 8名
家屋被害
（全半壊・一部損壊） 300棟

‘９８豪雨（平成10年9月）

人的被害
（死者・行方不明者） 8名
家屋被害
（全半壊・一部損壊） 141棟
‘９9東部集中豪雨（平成11年８月）

家屋被害
（全半壊・一部損壊） 1棟

【土佐郡土佐町南川】七尾橋周辺3

昭和50年51年連年災害（昭和50年8月、昭和51年9月）

　昭和50年8月16日から18日の台風第5号、同年8月
22日から23日の台風第6号、昭和51年9月8日から13日
の台風第17号により、高知県災害史上未曾有の土砂災
害が発生し、甚大な被害となりました。

人的被害
（死者・行方不明者） 86名
家屋被害
（全半壊・一部損壊） 2,335棟

【日高村宮谷地区】昭和50年の災害8

【高知市円行寺地区】昭和51年の災害9

繁藤災害（昭和47年7月）

　早朝に発生した山崩れの救出作
業にあたっていた消防団員や一般
協力者が、再度発生した大規模な
崩壊に飲み込まれ、大惨事となり
ました。

人的被害
（死者・行方不明者） 60名
家屋被害
（全半壊・一部損壊） 13棟

【香美市土佐山田町繁藤】土讃線繁藤駅東側10

【長岡郡本山町】下津野地区1 【長岡郡大豊町】
高知自動車道立川橋

2

【香美市土佐山田町上改田地区】
’98土石流により家屋や田畑が被災

7

【室戸市吉良川町】’99崩落した古矢橋6

繁藤災害慰霊塔 【写真提供】高知新聞社

【土佐清水市宗呂地区】
建物被災状況

4 【土佐清水市宗呂地区】
奥の谷川の土砂流出
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7
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4
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　県内には、各地で大規模な土砂災害の記録が残っています。これらが物語
るように、高知の人々は昔から土砂災害と隣り合わせで暮らしてきました。伝承されてきた土砂災害

宝永地震による河道閉塞で湛水した
範囲を示す石碑が現存しており、地
元には「石碑より下に家を建てるな」
という言い伝えが残されています。

◀舞ヶ鼻崩れ【高岡郡越知町鎌井田】
夜半の豪雨を直接の原因として、大
規模な崩壊が発生しました。その被
害は死者28名、流失または埋没家屋
28軒に及びました。

◀久保高井の山崩れ【香美市物部町久保高井】

【写真提供】国土交通省四国地方整備局　四国山地砂防事務所 【出典】「天明八年七月二十六日久保村藤のそふ山　漬抜絵図」（高知大学図書館蔵「南路志」十三巻）
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深さ
数十m

深層崩壊・河道閉塞 がけ崩れ

土砂・洪水氾濫

　深層崩壊とは、斜面崩壊のうち、表土層だけでなく
深層の岩盤までもが崩れる現象です。
　河道閉塞とは、深層崩壊や地すべりなどにより、大
量の土砂が河川を堰きとめる現象です。
　河道閉塞が形成されると、河川上流での湛水や、決
壊した場合には下流への土石流など、広範囲に被害が
発生します。

　大雨で崩れた山からの大量の土砂が川を埋め
て、土砂と泥水が住宅地などにまであふれ出る現
象です。
　土石流と比較すると、より下流側にまで影響を
及ぼすため、広範囲に被害が発生します。

　※がけ崩れ、土石流、地すべりよりも発生頻度は低いですが、ひとたび発生すると甚大な被害となる可能
　　性があります

大規模土砂災害
　がけ崩れ、土石流、地すべりには前兆現象があります。このような現象に気付いたら、すぐに避難するよ
うにしてください。

土砂災害の前兆現象

避難行動の際の注意点

平成16年10月23日の中越地震で発生した河道閉塞によ
る湛水被害。（平成16年12月7日撮影）

▲新潟県山古志村（現長岡市）木篭地区の河道閉塞
※湛水とは、川が堰きとめられて、
　水がたまることです。

平成29年7月九州北部豪雨で発生
福岡県朝倉市の土砂・洪水氾濫▶

【出典】国土地理院

土砂・洪水氾濫と土石流　災害現象の違い

●土砂・洪水氾濫
　扇状 地や谷底平野
等の比較的緩やかな勾
配の開けた市街地で生
じるなど、その被害は
土石流と比較して広範
囲に及びます。

●土石流
　山腹崩壊等により発
生した土砂が一気に渓
流内を流れ下り、谷の
出口から土砂が氾濫・
堆積する現象です。

●谷出口より下流の勾配の
緩い区間で発生
●土砂災害警戒区域（イエ
ローゾーン）より下流まで
広域に土砂と水が氾濫

下流の河川で土砂
が堆積し、河床上昇
や河道埋塞が発生

土砂や水が氾濫

●谷の出口から土砂が氾濫・
堆積
●土砂災害警戒区域（イエ
ローゾーン）の中で被害が
発生

粒径の大きな礫が
流下・堆積する

家屋等に直接影響

河道閉塞による
上流側の湛水被害 深層崩壊などに

よる河道閉塞

河道閉塞決壊による
下流側の土石流被害

土塊土塊

表土層
岩盤

表土層
岩盤

一般的な表層崩壊の場合深層崩壊の場合

土石流 地すべり
●斜面にひび割れができる
●斜面の途中から水が噴き出し

てきた

●地鳴りがする

●樹木が揺れたり傾いたりする
●小石がバラバラと斜面から落

ちてきた

●地鳴りや山鳴りがする
●山の樹木がザワザワと騒ぐ
●木の裂ける音がする
●木の根が切れる音がする

●大きな石がゴロゴロと流れる
音が聞こえたり川の中に火花
が見える　

●「焦げくさい」「土くさい」「腐っ
た土のにおい」がする

　
●渓流の流れが急に濁ったり流

木が混ざったりしている
●雨が続いているのに、渓流の

水位が急激に減った（上流で
崩壊した土砂により流れが堰
きとめられている可能性）

●地面に割れ目や段差ができた
●壁や塀に亀裂が入る　
●石垣や擁壁が盛り上がったり

亀裂が入っている　
●床や壁、電柱が傾く

●池や井戸の水が急に減ったり  
濁ったりする

●わき水が増える

　

●木の裂ける音がする
●木の根が切れる音がする　
●山の樹木がザワザワと騒ぐ
●地鳴りや山鳴りがする

がけ崩れから避難する時には

がけの高さの２倍の距離まで土砂が
襲ってくることがあります。
できるだけ遠くまで逃げましょう。

土石流から避難する時には

土石流はスピードが速いので、流れ
を背にしてもすぐに追いつかれます。
土砂の流れる方向に対して直角に、
できるだけ高い所に逃げましょう。

　避難所までたどり着けない時は、コン
クリートの頑丈な建物が近くにあればそ
こへ避難しましょう。また、夜間の激しい
降雨時などは、屋外での移動は極力避け
て、建物の2階以上に避難してください。
　土砂災害の危険性がある場合は、同じ
2階でも、山側と反対の部屋に移動して
ください。
　窓ガラスには近づかないようにしま
しょう。

緊急時には屋内退避
何よりも

命を守る行動を！

より遠く！

自宅や隣接建物の
2階以上へ避難します。

よ
り
高
く
！

1110



深さ
数十m

深層崩壊・河道閉塞 がけ崩れ

土砂・洪水氾濫

　深層崩壊とは、斜面崩壊のうち、表土層だけでなく
深層の岩盤までもが崩れる現象です。
　河道閉塞とは、深層崩壊や地すべりなどにより、大
量の土砂が河川を堰きとめる現象です。
　河道閉塞が形成されると、河川上流での湛水や、決
壊した場合には下流への土石流など、広範囲に被害が
発生します。

　大雨で崩れた山からの大量の土砂が川を埋め
て、土砂と泥水が住宅地などにまであふれ出る現
象です。
　土石流と比較すると、より下流側にまで影響を
及ぼすため、広範囲に被害が発生します。

　※がけ崩れ、土石流、地すべりよりも発生頻度は低いですが、ひとたび発生すると甚大な被害となる可能
　　性があります

大規模土砂災害
　がけ崩れ、土石流、地すべりには前兆現象があります。このような現象に気付いたら、すぐに避難するよ
うにしてください。

土砂災害の前兆現象

避難行動の際の注意点

平成16年10月23日の中越地震で発生した河道閉塞によ
る湛水被害。（平成16年12月7日撮影）

▲新潟県山古志村（現長岡市）木篭地区の河道閉塞
※湛水とは、川が堰きとめられて、
　水がたまることです。

平成29年7月九州北部豪雨で発生
福岡県朝倉市の土砂・洪水氾濫▶

【出典】国土地理院

土砂・洪水氾濫と土石流　災害現象の違い

●土砂・洪水氾濫
　扇状 地や谷底平野
等の比較的緩やかな勾
配の開けた市街地で生
じるなど、その被害は
土石流と比較して広範
囲に及びます。

●土石流
　山腹崩壊等により発
生した土砂が一気に渓
流内を流れ下り、谷の
出口から土砂が氾濫・
堆積する現象です。

●谷出口より下流の勾配の
緩い区間で発生
●土砂災害警戒区域（イエ
ローゾーン）より下流まで
広域に土砂と水が氾濫

下流の河川で土砂
が堆積し、河床上昇
や河道埋塞が発生

土砂や水が氾濫

●谷の出口から土砂が氾濫・
堆積
●土砂災害警戒区域（イエ
ローゾーン）の中で被害が
発生

粒径の大きな礫が
流下・堆積する

家屋等に直接影響

河道閉塞による
上流側の湛水被害 深層崩壊などに

よる河道閉塞

河道閉塞決壊による
下流側の土石流被害

土塊土塊

表土層
岩盤

表土層
岩盤

一般的な表層崩壊の場合深層崩壊の場合

土石流 地すべり
●斜面にひび割れができる
●斜面の途中から水が噴き出し

てきた

●地鳴りがする

●樹木が揺れたり傾いたりする
●小石がバラバラと斜面から落

ちてきた

●地鳴りや山鳴りがする
●山の樹木がザワザワと騒ぐ
●木の裂ける音がする
●木の根が切れる音がする

●大きな石がゴロゴロと流れる
音が聞こえたり川の中に火花
が見える　

●「焦げくさい」「土くさい」「腐っ
た土のにおい」がする

　
●渓流の流れが急に濁ったり流

木が混ざったりしている
●雨が続いているのに、渓流の

水位が急激に減った（上流で
崩壊した土砂により流れが堰
きとめられている可能性）

●地面に割れ目や段差ができた
●壁や塀に亀裂が入る　
●石垣や擁壁が盛り上がったり

亀裂が入っている　
●床や壁、電柱が傾く

●池や井戸の水が急に減ったり  
濁ったりする

●わき水が増える

　

●木の裂ける音がする
●木の根が切れる音がする　
●山の樹木がザワザワと騒ぐ
●地鳴りや山鳴りがする

がけ崩れから避難する時には

がけの高さの２倍の距離まで土砂が
襲ってくることがあります。
できるだけ遠くまで逃げましょう。

土石流から避難する時には

土石流はスピードが速いので、流れ
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●土砂災害のリスクがある地域が数多く存在する
●土石流やがけ崩れ等が発生した場合、建物が破壊され、いのちや暮らしに大きな

影響を及ぼす
●土砂災害のリスクがある土地に新たに住宅等が建築されると際限なくリスクが増

大する
●いのちを守るための避難準備が不十分であることに加え、避難を行うにも避難場
所や避難路の安全が確保されていなかったり、避難に時間を要する方達もいる
●防災情報が十分に活用されないと避難が遅れる場合がある

現　在

66プロジェクトの目指す姿
●土砂災害のリスクが低減し、安全・安心な地域が形成される
●土石流やがけ崩れ等が発生しても、建物等への被害が防止・軽減される

土砂災害を減らす

●土砂災害のリスクがある土地での住宅等の建築がされなくなる他、安全な場所に移転したり、移転が
困難な場合も安全な構造が確保される

備えて住む

●土砂災害の危険性が認識され避難行動が確実に行われるとともに、砂防関係施設によって避難の安全
性が確保され、避難に時間を要する方達の安全が十分に確保される
●土砂災害に関する防災情報を円滑に入手、活用することができ、迅速に避難が行われる

安全に逃げる

将　来　目指すべき姿

課題解決で
犠牲者ゼロへ

将 来
様々な課題が
存在している

現 在

1514
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危険な場所を知り、備えて住むことが被害を防ぐ

備えて住む

土砂災害のおそれのある区域を知ろう
　発生要因や現象により、「土石流」「急傾斜
地」「地すべり」の3つに分類されています。
　高知県では、土砂災害が発生するおそれが
ある区域を「土砂災害警戒区域」、そのうち
建物が破壊され大きな被害が生じるおそれが
ある区域を「土砂災害特別警戒区域」（あわ
せて「土砂災害警戒区域等」）として指定して
います。

　住んでいる地域の土砂災害のおそれのある斜面などを確認し、危険な場所を避けたり、やってくる土砂の
強さに対応できる住宅の補強をすることが、皆さんのいのちを守ります。

土砂災害特別警戒区域での備えをしよう

家を改築・増築したいとき 

●土砂災害対策支援事業（土砂災害特別警戒区域内住宅建替等支援事業補助金）

　※下記でご紹介する補助制度の有無や詳細は、お住まいの市町村にお問い合せください。

　土砂災害特別警戒区域内に住んでいる人が、地域内でほかに安全に住める場所がない場合で、建替
や増築等を行う時に、土砂災害に対して安全な構造とするため、建築物の外壁の補強又は防護壁の設置
をするときに、追加で必要となる費用の一部を助成します。

土砂災害警戒区域 通称：イエローゾーン
●土砂災害のおそれがある区域

土砂災害特別警戒区域 通称：レッドゾーン
●建物が破壊され、住民に大きな被害が生じるおそれ
   がある区域

地域の危険な場所を知ろう
　土砂災害警戒区域等は「高知県の土砂災
害危険度情報」で確認することができます。

http://d-keikai.pref.kochi.lg.jp/index.aspx
高知県庁ＨＰ　防災砂防課内にも掲載中！

土石流 急傾斜地 地すべり

高知県の土砂災害危険度情報

お家の近くを調べてみてね！
PCやスマートフォンから
誰でもアクセスできるよ！

土砂災害警戒区域等　現象ごとの模式図

土砂災害に対して安全な構造とするための外壁補強・防護壁の設置

外壁の補強 防護壁の設置

住宅を安全な構造にしたいとき

●住宅等土砂災害対策促進事業
　土砂災害特別警戒区域内に住んでいる人が、今お住まいのお家を土砂災害に対して安全な構造とする
ため、外壁などの設置を行うときに、その費用の一部を補助します。

土砂災害に対して安全な構造とするための外壁設置

安全な土地に移転するとき

●がけ地近接等危険住宅移転事業
　土砂災害特別警戒区域内に住んでいる人が、安全な場所に移転するときに、その費用の一部を補助し
ます。

土砂災害に対する構造耐力上の安全性を有していないもの 土砂災害に対する構造耐力上の安全性を有しているもの（例）

事業適用のイメージ

除却等への助成

土砂災害特別警戒区域
（レッドゾーン） 安全な土地

建設費への助成

改修
（イメージ）

移転費等への助成

※市町村が作成する危険住宅移転に関する事業計画に基づき行うものであること

警
戒
区
域

特
別
警
戒
区
域

1918



AM4：00　土砂災害警戒情報発表
AM5：30　避難勧告発令
AM5：30　避難所へ避難、自宅内で垂直避難

AM6：00頃～　住宅に土砂が流入
⇒避難により、死者・行方不明者はゼロ

攻めの避難が被害を防ぐ

安全に逃げる 防災情報を活用しよう
土砂災害警戒情報がでたら避難しよう

　県では、土砂災害の危険が高まった時に、気象台と共同で土砂災害警戒情報を発表しています。土砂災
害警戒情報とは、土砂災害が起きた時と同じくらいの雨が降ると予想された時に発表されます。つまり、こ
の情報が出ると、大きな災害が起きる可能性が高い状況です。市町村から出る避難指示等の防災情報にも
注意しながら、速やかに避難しましょう。

土砂災害危険度とみなさんがとるべき行動
●高知県大月町橘浦（平成30年7月8日）の事例

避難の成功事例

●地域防災対策総合補助金
　県では、自主防災組織等が行う地域の防災活動を進めるための取り組みに対し、市町村と協力して補
助を行っています。詳しい内容については市町村の防災担当課までお問い合わせください。

●自主防災力を高めるお手伝い
　県庁職員が皆さんの自治会や学校に出向いて「出前講座」を開催しています。

●「高知県防災アプリ」でできること

区長ら役員が電話で避難場所に避難するよ
う呼びかけた

1 POINT

避難困難な場合は自宅の2階など高い場所
に避難するよう呼びかけた

2 POINT
教　　訓

なるべく早く避難行動をとること、やむを得な
い場合は、より安全な場所を探して避難するこ
と、が大切だということが分かります。

大月町広報資料か
ず
わ

30
分

安全な避難場所・避難路を確保しよう
　高知県では、安全な避難場所・避難路を確保する対策事業を重点施策として取り組みます。

ハザードマップを準備し、地区防災計画を話し合おう
　「高知県の土砂災害危険度情報」でハザード
マップの作成・印刷ができます。地区防災計画を
検討される際にぜひご活用ください。

避難の心構えを育てよう 
　「自分たちの地域は自分たちで守
る」といった機運を高めることが大
切です。県では、自主防災組織の活
動に支援を行っています。

高知県防災アプリ

　土砂災害警戒情報をはじめとする各種防災情報は「高
知県防災アプリ」で確認できます。

発表中の気象警報や、避難指示等の避難情報を確認できます。
▶気象警報・避難情報を知る

土砂災害危険度（警戒レベル）、雨量、土砂災害（特別）警戒
区域の範囲を地図上に重ね合わせて確認できます。

▶土砂災害発生のおそれがある地域を知る

避難所の開設情報を確認できます。
▶開設中の避難所を知る

プッシュ通知で受け取りたい防災情報の種類や市町村を事前に
登録しておくことができます。

▶防災情報をプッシュ通知で受け取る

高知　出前講座 検索

避難行動要支援者の避難訓練 自主防災組織の防災学習

インストール
はこちら

▶

直ちに安全確保をしましょう。

危険な場所から全員退避しましょう。

●避難に時間のかかる高齢者や障害のある人は危険な場所
から退避しましょう。
●高齢者等以外の人も必要に応じて普段の行動を見合わせ
たり、自主的に避難しましょう。

●ハザードマップ等により、自宅等の災害リスクを再確認す
るとともに、避難情報の把握手段を再確認しましょう。

警戒レベル５
相当

警戒レベル 気象情報

大雨特別警報

土砂災害
警戒情報

大雨警報
（土砂災害）

大雨注意報

みなさんがとるべき行動

警戒レベル４
相当（実況）
警戒レベル４
相当（予測）

警戒レベル３
相当

警戒レベル２
相当

▲四万十町立十川小学校の子ども
たちが防災マップを作成し、地域
の方々へ配布しました。

マップを見て話し合う
ことで防災力UP

要配慮者利用施設要配慮者利用施設

避難所避難所
土砂災害警戒区域土砂災害警戒区域

土砂災害警戒区域土砂災害警戒区域

　早めの避難による死者・行方不明者ゼロの事例
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2322

❶土砂災害を防ぐ・安全な避難を確保

77成果目標

土石流対策 急傾斜地崩壊対策

　犠牲者ゼロを目指す対策として、ハード対策（土砂災害対策工事等）とソフト対策
（警戒避難体制整備の支援等）が一体となった土砂災害対策を重点的に進め、「的確な
早期避難」を目指します。

　土砂災害から県民の命と暮らしを守るため、効果的・効率的な事前防災を進め、災害時に県民生活や経済
活動への影響を最小限に抑えていくための重点目標を設定。

●重点目標

❸備えて住む・安全に逃げる
　「自らの命は自らが守る」住民主体の取組を推進するため、県民一人ひとりが災害リスクを正しく認識
し、適切な避難行動の判断ができる取組を進めていくための目標を設定。

●成果目標

❷長寿命化対策
　国の点検基準に基づく施設点検による健全度評価の結果から、老朽化により損傷の著しい施設を対象とし
て、長寿命化計画を策定し、それに基づき長寿命化対策等を実施する。
　このうち、保全対象の直上流に位置し、現行基準に適合しない砂防堰堤の老朽化対策を優先し、流木対策
の設置等、機能向上も伴せて検討する。
　「防災・減災、国土強靭化のための５か年加速化対策（令和３年～７年）」を活用し、緊急または早急に
措置すべき社会的影響度の高い砂防関係施設に対する集中的な長寿命化対策を推進し、予防保全型維持管理
への転換を図る。

●成果目標

防災学習会 こども防災キャンプ
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区　　分 (令和2年度末)
目標値

(令和7年度末)
目標値

(令和12年度末)

土砂災害対策重点整備箇所数
【参考】保全対象箇所総数：4,323箇所 940箇所 990箇所

（概ね50箇所増）
1,040箇所

（概ね100箇所増）

避難所等の保全
※保全対象箇所総数：778箇所 212箇所 220箇所

（概ね10箇所増）
230箇所

（概ね20箇所増）

要配慮者利用施設等の保全
※保全対象箇所総数：537箇所 170箇所 180箇所

（概ね10箇所増）
190箇所

（概ね20箇所増）

防災拠点等の保全
※保全対象箇所総数：100箇所 39箇所 50箇所

（概ね10箇所増）
60箇所

（概ね20箇所増）

緊急輸送道路等の保全
※保全対象箇所総数：2,908箇所 519箇所 540箇所

（概ね20箇所増）
560箇所

（概ね40箇所増）

❶土砂災害を防ぐ・安全な避難を確保

77成果目標

土石流対策 急傾斜地崩壊対策

　犠牲者ゼロを目指す対策として、ハード対策（土砂災害対策工事等）とソフト対策
（警戒避難体制整備の支援等）が一体となった土砂災害対策を重点的に進め、「的確な
早期避難」を目指します。

　土砂災害から県民の命と暮らしを守るため、効果的・効率的な事前防災を進め、災害時に県民生活や経済
活動への影響を最小限に抑えていくための重点目標を設定。

●重点目標

❸備えて住む・安全に逃げる
　「自らの命は自らが守る」住民主体の取組を推進するため、県民一人ひとりが災害リスクを正しく認識
し、適切な避難行動の判断ができる取組を進めていくための目標を設定。

●成果目標

❷長寿命化対策
　国の点検基準に基づく施設点検による健全度評価の結果から、老朽化により損傷の著しい施設を対象とし
て、長寿命化計画を策定し、それに基づき長寿命化対策等を実施する。
　このうち、保全対象の直上流に位置し、現行基準に適合しない砂防堰堤の老朽化対策を優先し、流木対策
の設置等、機能向上も伴せて検討する。
　「防災・減災、国土強靭化のための５か年加速化対策（令和３年～７年）」を活用し、緊急または早急に
措置すべき社会的影響度の高い砂防関係施設に対する集中的な長寿命化対策を推進し、予防保全型維持管理
への転換を図る。

●成果目標

防災学習会 こども防災キャンプ
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区　　分 目標値

土砂災害に関する防災学習会及び
防災イベントの開催 4,000人/年

区　　分 現　　状
(令和3年度末)

目標値

砂防堰堤等の改築・修繕
※現行基準対応及び除石含む
要対策箇所総数：129箇所

35箇所 120箇所
（概ね90箇所増）

急傾斜施設の修繕
要対策箇所総数：65箇所 0箇所 60箇所

（概ね60箇所増）

地すべり防止施設の修繕
要対策箇所総数：76箇所 0箇所 70箇所

（概ね70箇所増）
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措置すべき社会的影響度の高い砂防関係施設に対する集中的な長寿命化対策を推進し、予防保全型維持管理
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区　　分 目標値

土砂災害に関する防災学習会及び
防災イベントの開催 4,000人/年

区　　分 現　　状
(令和3年度末)

目標値
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避難所
重要交通網

通信関係施設

砂防関係施設の整備

人家密集地域

土砂災害のおそれのある区域

　この対策は、気候変動に伴う気象災害や切迫する大規模地震、またトータルコストの増大のみならず、社
会システムの機能に影響するインフラの老朽化から生命・財産を守り、社会機能を維持することができるよ
う、対策を講ずるものです。

●激甚化する風水害や切迫する大規模地震への対策
●予防保全型インフラメンテナンスへの転換に向けた長寿命化対策
●国土強靭化に関する施策を効率的に進めるためのデジタル化等の推進

防災・減災、国土強靭化のための
５か年加速化対策（令和３年度～令和７年度）

99プロジェクトの加速化のための取組

土砂災害対策にかかる取組

いのちと暮らしを守る土砂災害対策の推進、「流域治水」に基づいた事前防災対策
●人家が密集する地域や、社会・経済活動を
支える基礎的インフラを保全することで、
土砂災害の影響を最小化し、国土強靱化を
図る。

予防保全型維持管理への転換に向けた長寿命化対策
●緊急や早期に対処すべき社会的影響度の
高い砂防関係施設に対する長寿命化対策
を推進し、予防保全型維持管理への転換を
図る。

砂防関係事業におけるDXの推進
●5G等を活用し、ドローンを用いた点検によ
る安全の向上、事務所からの現場監督等に
より、人的リソース不足への対応を図る。

既設砂防堰堤改築による流木捕捉工の施工（須崎市上分、古川川砂防ダム）

提供：国土交通省砂防部

施工前 施工後
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避難所
重要交通網

通信関係施設

砂防関係施設の整備

人家密集地域

土砂災害のおそれのある区域

88ロードマップ
高知県土砂災害防止対策実施方針
全体計画【ロードマップ】

　高知県では約20,000箇所の土砂災害警戒区域があることを踏まえ、長期の対策が必要なハード対策を補う
形でソフト対策を徹底し、県・市町村・県民が一体となって土砂災害に備えます。

　この対策は、気候変動に伴う気象災害や切迫する大規模地震、またトータルコストの増大のみならず、社
会システムの機能に影響するインフラの老朽化から生命・財産を守り、社会機能を維持することができるよ
う、対策を講ずるものです。

●激甚化する風水害や切迫する大規模地震への対策
●予防保全型インフラメンテナンスへの転換に向けた長寿命化対策
●国土強靭化に関する施策を効率的に進めるためのデジタル化等の推進

防災・減災、国土強靭化のための
５か年加速化対策（令和３年度～令和７年度）

99プロジェクトの加速化のための取組

土砂災害対策にかかる取組

いのちと暮らしを守る土砂災害対策の推進、「流域治水」に基づいた事前防災対策
●人家が密集する地域や、社会・経済活動を
支える基礎的インフラを保全することで、
土砂災害の影響を最小化し、国土強靱化を
図る。

予防保全型維持管理への転換に向けた長寿命化対策
●緊急や早期に対処すべき社会的影響度の
高い砂防関係施設に対する長寿命化対策
を推進し、予防保全型維持管理への転換を
図る。

砂防関係事業におけるDXの推進
●5G等を活用し、ドローンを用いた点検によ
る安全の向上、事務所からの現場監督等に
より、人的リソース不足への対応を図る。

既設砂防堰堤改築による流木捕捉工の施工（須崎市上分、古川川砂防ダム）

提供：国土交通省砂防部

施工前 施工後
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区　分 対策内容 実施主体
工　程

短　期 中　期 長　期

土砂災害
を減らす

土石流・流木対策 高知県

がけ崩れ対策 高知県、市町村

地すべり対策 高知県

砂防関係施設等の
長寿命化対策 高知県

備えて
住む

建築物の構造規制 高知県

開発行為の制限 高知県

安全な地区への移転勧告 高知県

家の安全対策 県民

安全に
逃げる

ハザードマップ・避難確保
計画の作成

市町村

県民

土砂災害警戒情報の整備 気象台、高知県、
市町村

安全な避難場所の確保 高知県、市町村

防災学習、防災訓練等による
意識啓発

高知県、市町村

県民

※短期とはおおむね5年程度、中期とはおおむね20～30年程度

安全な避難場所の確保を重点化

ハザードマップの周知・見直し

安全な避難場所の確保を重点化

安全な避難場所の確保を重点化

既設堰堤等の改良・機能向上

建築物の構造規制

土地利用の検討

安全な土地への移転勧告

安全な構造にするための助成金の活用

安全な土地への移転、居住

ハザードマップ作成

予防保全

対策の推進

対策の推進

対策の推進

要配慮者利用施設の避難確保計画の充実

ハザードマップ・避難路の確認

土砂災害警戒情報による危険の周知

安全な避難場所の確保

防災学習の推進、継続的な防災訓練の実施、出前講座

防災訓練への参加
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図る。
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る安全の向上、事務所からの現場監督等に
より、人的リソース不足への対応を図る。
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●激甚化する風水害や切迫する大規模地震への対策
●予防保全型インフラメンテナンスへの転換に向けた長寿命化対策
●国土強靭化に関する施策を効率的に進めるためのデジタル化等の推進

防災・減災、国土強靭化のための
５か年加速化対策（令和３年度～令和７年度）

99プロジェクトの加速化のための取組

土砂災害対策にかかる取組

いのちと暮らしを守る土砂災害対策の推進、「流域治水」に基づいた事前防災対策
●人家が密集する地域や、社会・経済活動を
支える基礎的インフラを保全することで、
土砂災害の影響を最小化し、国土強靱化を
図る。

予防保全型維持管理への転換に向けた長寿命化対策
●緊急や早期に対処すべき社会的影響度の
高い砂防関係施設に対する長寿命化対策
を推進し、予防保全型維持管理への転換を
図る。

砂防関係事業におけるDXの推進
●5G等を活用し、ドローンを用いた点検によ
る安全の向上、事務所からの現場監督等に
より、人的リソース不足への対応を図る。

既設砂防堰堤改築による流木捕捉工の施工（須崎市上分、古川川砂防ダム）

提供：国土交通省砂防部

施工前 施工後
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区　分 対策内容 実施主体
工　程

短　期 中　期 長　期

土砂災害
を減らす

土石流・流木対策 高知県

がけ崩れ対策 高知県、市町村

地すべり対策 高知県

砂防関係施設等の
長寿命化対策 高知県

備えて
住む

建築物の構造規制 高知県

開発行為の制限 高知県

安全な地区への移転勧告 高知県

家の安全対策 県民

安全に
逃げる

ハザードマップ・避難確保
計画の作成

市町村

県民

土砂災害警戒情報の整備 気象台、高知県、
市町村

安全な避難場所の確保 高知県、市町村

防災学習、防災訓練等による
意識啓発

高知県、市町村

県民

※短期とはおおむね5年程度、中期とはおおむね20～30年程度

安全な避難場所の確保を重点化

ハザードマップの周知・見直し

安全な避難場所の確保を重点化

安全な避難場所の確保を重点化

既設堰堤等の改良・機能向上

建築物の構造規制

土地利用の検討

安全な土地への移転勧告

安全な構造にするための助成金の活用

安全な土地への移転、居住

ハザードマップ作成

予防保全

対策の推進

対策の推進

対策の推進

要配慮者利用施設の避難確保計画の充実

ハザードマップ・避難路の確認

土砂災害警戒情報による危険の周知

安全な避難場所の確保

防災学習の推進、継続的な防災訓練の実施、出前講座

防災訓練への参加




